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産業文教常任委員会に付託された議案等の審査結果について、会議規則第４１条の規定に 

より報告いたします。 

 

 

１.審査期間：令和５年１月３０日 

 

２.付託された議案等                                  

議案番号 件        名 結 果 

１ 令和４年度長与町一般会計補正予算（第８号） 
全会一致 

可  決 

 



産業文教常任委員長報告 
 

 

                                                            

 

 

 

議案第１号 令和４年度長与町一般会計補正予算（第８号） 

【提案理由・主な内容】 

教育委員会 

（学校教育課） 

中学校における休日の運動部活動の地域移行を、令和５年度から円滑に実施

するため、その準備に係る経費等を計上している。 

歳入では、教育費県補助金として、地域部活動推進事業補助金１０７万７，

０００円を。 

歳出では、指導者の研修や、説明会を行うにあたり必要となる、講師謝礼や

消耗品費、リーフレット作成のための印刷製本費などを計上している。 

また、事業着手が補助金の交付決定後となることから、事業が年度をまたぐ

可能性があるため、第２表繰越明許費として、地域運動部活動推進事業１７８

万４，０００円をお願いしている。 

以上の説明があった。 

【主な質疑】 

教育委員会 

（学校教育課） 

質疑：休日のみの活動との事だが、部活動が存在しない学校の生徒は、平日は 

存在する学校に移動しての部活動が可能なのか。 

答弁：現時点では学校の枠を越えての活動は考えていない。 

質疑：文化部の地域移行の考えは。 

答弁：文化庁からの方向性が示されており、本町でも 2 月に推進委員会を開催

し協議していく。 

質疑：令和 5 年 4 月からの事業との説明だが、今回補正予算で計上しなけれ

ばならないほど、急ぐ必要があったのか。 

答弁：令和 5 年 4 月からの実施に向けての指導者への研修などの準備が必要

なために今回の補正となった。 

審 査 日 令和５年１月３０日 

出席委員 河野 龍二 八木 亮三 西田 健 浦川 圭一 中村 美穂 

     竹中 悟 

説 明 員 関係所管管理職並びに職員 



質疑：指導者研修の内容は。 

答弁：体罰の防止や各競技のコーチングなど。競技に精通した専門家を講師に

考えている。 

質疑：講師謝礼の 40万８，０００円の根拠は。 

答弁：12種目の 2回分を予定している。 

質疑：地域移行について保護者への説明や意見の聴取はどのように行ったのか 

答弁：学校別に保護者説明会を開催した。アンケート調査も行い意見を聞き、

意見への回答など対応してきた。 

 

慎重に審査した結果、全会一致で可決すべきものと決した。 

 

 


